Wellness Recovery Action Plan (WRAP)の実践と評価　―精神障害者のリカバリーを促進する健康自己管理プログラムの効果、実行可能性、親和性、および当事者の主観的評価の検証― by 小林 知子
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26 名、比較群 22 名で、精神障害のある当事者の協力を得て実施した。プログラムは研修を経た
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